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親愛なる ムス リムの 皆様。 今週の フトバ で 
は、 アツ ラーが 誰を、 そして どのようなこと 
を 好まれる かとい う テーマを 続けたい と 思い 
ます。 

ア ツ ラーの 使徒は 言われ ま した。 「崇高な 
る アツ ラーは、 次の 三種の 人を 好まれる。 一、 
アツ ラーの ために、 誰も 知らない 形で サダ カ 
を 払う 人。 二、 皆が 寝て いる 時に 起きて、 ア 
ツ ラーに 願い、 アツ ラーの 章句を 唱える 人。 

三、 聖戦に 参加して、 

隊が 劣勢で ある 時で も、 

殉死す るまで、 あるい 
は 勝利す るまで 前進す 
る 人。 さ ら に、 崇 商な 
るアツ ラーは 次の 三種 
の 人々 を 嫌われる。 一、 

姦通す る 老人。 二、 う 
ぬ ぼれ た 貧者。 三、 残 
虐な 金持ち。」 

アツ ラーの 使徒は 言 
われ ま した。 「アツ ラ 
一は、 面倒を 見な けれ 
ばいけ ない 子供たち が 
いて、 物乞い や ハ ラームの 道からの 稼ぎを 避 
ける、 貧しい 信者で ある しもべを 愛され 
る。」 

ア ツ ラーの 使徒の もと に 一人の 人が 来て、 
「アツ ラーの 使徒よ、 私に、 それを 行なった 
際に アツ ラー も 人々 も 私を 愛する ような 崇拝 
行為を 教えて ください。」 と 言いました。 ア 
ツ ラーの 使徒は、 「この 世に 対して 欲を おさ 
え、 それを 求めない ようにしなさい。 そうす 
れば アツ ラーは あなたを 愛される だろう。 
人々 が 手に している ものに 対しても、 欲を 抑 
え、 それらを 求めない ようにしなさい。 そう 
すれば 人々 も あなたを 愛する だろう。」 とお 
っし やられました。 

「あなた 方のう ち、 アツ ラーに 最も 愛され 
る 人は、 人々 に とっても 最も 愛される 人で あ 
る。」 

「アツ ラーは、 好まれる 者に も、 好まれな 
い 者に も 財産を お与えになる。 信仰心は、 た 
だ 愛される しもべに のみ 与えられる。 しもべ 
を 愛された 時には、 彼に 信仰を 与えられ るの 
である。」 

「アツ ラーは、 よい 徳を 持つ 者を 愛され 
る。」 「崇高なる アッ ラーは、 仕事を 行なう 


際、 しっかりと、 きちんと 成し遂げる 者を 愛 
される。」 「アツ ラーは、 次の 三つの 状況で 
は、 沈黙す る ことを 好まれる。 ク ルアー ンが 
読まれる 時、 軍が 敵に 向かって 進んで いる 時、 
葬式の ドウ ア ーが 行なわれる 時。」 

「アツ ラーに とって 最も 愛される しもべと 
は、 最も 家族の 役に立った 者で ある。」 

「アツ ラーは、 気前の よさと イフ サーンの 
持ち主で あられ、 気前の よさと 崇高な 徳を好 

まれる。」 

「アツ ラーは、 悔悟 
し、 若い 時代を アツラ 
一への 服従のう ちに 過 
ごす 青年を 愛され 
る。」 

「アツ ラーは、 ドウ 
アー において 繰り返し 
求める 者を 愛され 
る。」 

ア ツ ラーの 使徒は 言 
われ ま した。 「アツ ラ 
' 一 はお おせられた。 し 
もべ が 私の こと を どの 
ように 思って いるので あれ、 私は そのよう で 
ある。 彼が 私を 唱念 すれば、 私は 彼 と共にい 
る。 彼が 心で 私を 念じれば、 私 も 彼を 心で 念 
じる。 彼が、 信者の 集団の 中で 私に 思いを 馳 
せる ので あれば、 私 も、 さらに 尊い 集団の 中 
で 彼に 思いを 馳 せよう。 彼が 私に、 親指と 小 
指を 広げた 長さの 分 だけ 近づけば、 私は 彼に 
腕の 長さ ほど 近づこう。 彼が 私に 腕の 長さ ほ 
ど 近づけば、 私は 両腕を 広げた 長さ ほど 彼に 
近づこう。 彼が 私の ほうに 歩いて くるので あ 
れ ば、 私は 走って 彼に 到達す るだろう。」 

アツ ラーは、 ご 自身の 御名、 特質に 似た 性 
質を、 しもべに 見出す ことを 好まれる のです。 
唯一で あられる ために 唯一を、 美しく あられ 
るた めに 美を、 全知で あられる ために 知識を 
持つ 者たち を、 気前よ いお 方で あられる ため 
に 気前の よさを、 力と 強さの 持ち主で あられ 
るた めに、 無力な 信者よりは 肉体的、 もしく 
は 精神的に 強い 信者を、 誠実で あられる ため 
に 誠実 さを、 正しい お 方で あられる ために 正 
しさを 好まれる のです。 アツ ラーが 愛される 
しもべに なれる よう、 努力し ましょう。 
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